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要　旨
スマートフォンを利用しているコンシューマ向けに、自社で保有しているコンテンツ（音楽や動画など）を配
信したいという企業を主な対象とした、スマートフォン向けコンテンツ配信基盤サービスについて紹介しま
す。BIGLOBEデータセンター内で企業向けに提供しているWebホスティング環境上に、各携帯電話事業者
（キャリア）の認証・課金との接続を統合して利用できる機能や、端末のアプリケーションと連動してコンテ
ンツの保護を行える機能を組み込んで提供しています。それら機能の仕組みや、スマートフォンを対象にした
際の留意点などについて説明します。

キーワード

●コンテンツ配信  ●音楽配信  ●動画配信  ●キャリア課金  ●スマートフォン  ●ホスティング  

1. はじめに
 

一般のモバイル利用者の端末が従来の携帯電話（フィー
チャーフォン）からスマートフォンへとシフトしていること
により、主にコンシューマ向けに音楽や動画などのコンテン
ツを配信してきたコンテンツプロバイダ企業（CP）には、コ
ンテンツの配信事業をスマートフォンにも拡大していきたい、
というニーズが生じています。また、個人所有の携帯電話に
スマートフォンが増えていることをきっかけとして、新しい
配信のサービスを検討する企業も日々増えてきています。
BIGLOBEでは、以前よりフィーチャーフォン向けのキャリ
ア公式サイトを構築するサービスを行っており、CP向けに提
供するだけでなく自らも数々のサイトを制作し、運営を行う
ことでノウハウや実績を蓄積してきました。
携帯電話向けコンテンツ配信の知識と経験を生かし、ス
マートフォン向けコンテンツ配信が行えるプラットフォーム
として提供するのが、「BIGLOBE Contents Director」（ビッ
グローブコンテンツディレクター。以下、コンテンツディレ
クター）というサービスです。

2. コンテンツディレクターのサービス内容
 

コンテンツディレクターは、BIGLOBEのデータセンター内
にお客様企業用のサーバ領域を設置し（Webホスティング）、
その上にスマートフォン向けコンテンツを配信するための専

図1   コンテンツディレクターのサービス内容一覧

用の機能をプリセットして提供しているASPサービスです
（ 図1 ）。提供する主な機能には、以下のものがあります。
・ ユーザー管理＋キャリア課金
日本の携帯電話事業者3キャリア（NTTドコモ、
KDDI（au）、ソフトバンクモバイル）のシステムと接
続し、利用者（ユーザー）の認証及び課金の確認などを
行います。

・ コンテンツ管理＋配信機能
お客様企業が提供する（音楽や動画などの）コンテンツ
をサーバ上に登録し、ユーザーに公開します。ユーザー
は、選択したコンテンツを、自分のスマートフォンにダ
ウンロードすることができます。
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・ ダウンロード実績集計
サイト内の各コンテンツのダウンロード実績などを月ご
とに集計し、Webサイト上に表示、もしくはアウトプッ
トデータとして出力できます。

・ コンテンツDRM＋端末の再生アプリの提供
お客様企業が自コンテンツを有償で提供したい場合など
に、ダウンロード後の不正コピーによる拡大使用を防止
したい目的で、あらかじめコンテンツにDRM（Digital
Rights Management）を付加する機能を提供します。暗号
化ツールと、ライセンス管理を行うためのサーバ機能、
及びスマートフォン側で連動して制御する端末アプリ
（コンテンツの再生も行う）をセットで提供します。な
お、DRMと端末アプリの提供は、必要とするお客様のみ
オプションで提供しています。

3. 提供機能の紹介
 

3.1 動作プラットフォーム

コンテンツディレクターは、BIGLOBEの企業向けWebホス
ティングの環境上に、お客様企業ごとの環境を構築、設定し、
提供しています。
サーバ構成としては、Web/APサーバとDBサーバの2種類の
ホストと、NAS（ストレージ）からなるプラットフォームで
動作しています（ 図2 ）。WebサーバとしてApache、サーブ
レットコンテナとしてTomcat、データベース管理システムと
してMySQLを使用しています。

図2   サーバ構成

上記のサーバ環境上で、Javaで記載されたWebアプリケー
ションを中心として機能を構成しています。このWebアプリ
ケーションは、Tomcat上で動作します。

3.2 提供機能の説明

前述のとおり、コンテンツディレクターはスマートフォン
向けのコンテンツ配信サイトを構築するための一連の機能を
提供しますが、そのなかで特徴的な機能である、キャリア課
金とDRMの機能について説明します。
(1) キャリア課金機能
各携帯電話事業者（キャリア）は、フィーチャーフォン
と同様にスマートフォン向けにも、CPからユーザーに
課金する手段として「課金代行サービス」を提供してい
ます。コンテンツディレクターは、これら各キャリアの
課金代行サービスと連携し、ユーザーがコンテンツを取
得する際に課金することができます。利用できる課金代
行サービスは下記のとおりです。

・ NTTドコモ「spモード決済」
・ KDDI「auかんたん決済」
・ ソフトバンクモバイル「ソフトバンクまとめて支払い」
各キャリアは、それぞれ独自の仕様で課金代行サービス
を提供しています。コンテンツディレクターは、キャリ
ア間の仕様の違いを吸収し、どのキャリア課金でも統一
した方法で扱えるように、あらかじめ接続シーケンスを
作り込んでいます。
課金形態としては、月額課金と都度課金を利用すること
ができます。月額課金では、ユーザーは自動的に毎月一
定額を支払い、それに応じたポイントを毎月取得します。
都度課金では、ユーザーはその時点で必要な金額を支払
い、それに応じたポイントを取得します。いずれの場合
も、ユーザーは、取得したポイントを消費してコンテン
ツをダウンロードすることができます。
一部のキャリアでは、フィーチャーフォンからスマート
フォンに機種変更したユーザーに対し、そのまま課金登
録を引き継ぐための機能を提供しています。これは、
フィーチャーフォン用の公式サイトで既に月額課金を利
用しているユーザーがスマートフォンに機種変更した際
に、自動的に同対象のスマートフォン用サイトに移行す
るための機能です（これにより、端末機種変更時の退会
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ロスを防いでいます）。コンテンツディレクターは、こ
れらキャリアの引き継ぎ機能にも対応しており、元の
フィーチャーフォンサイトを登録しておけば、お客様自
身が機能の開発をせずともユーザー移行を行うことがで
きます。

(2) DRMサービス
配信したコンテンツを、他の媒体にコピーして他の端末
から再生されないようにするため、コンテンツディレク
ターでは独自のDRMサービスをオプションで提供してい
ます。
元のコンテンツは、BIGLOBEから提供する専用オーサ
リングツールによってあらかじめ暗号化し、コンテンツ
配信サーバ（DB）へ登録します。このとき、暗号化し
たコンテンツごとにコンテンツIDが生成され、オーサリ
ングツールによって自動的にライセンス管理サーバ
（DB）へID登録されます。コンテンツが端末にダウン
ロードされた際、それだけではファイルが暗号化されて
いるため再生できません。ユーザーが当該コンテンツを
再生する際に、正しいユーザーかどうかをライセンス管
理サーバ及びコンテンツ配信サーバに確認し、正しい利
用者であるという結果が返ってきた場合に、別途ライセ
ンス管理サーバから配布された復号キーでコンテンツを
復号し、ストリーミング形式で再生します。このときに
正しいユーザーと判断する要素として、コンテンツID、
ユーザーID（キャリアのUID相当）、端末のシリアル番
号（端末に一意のもの）を用いています。これによりコ
ンテンツを（買って）取得した際のユーザーと、その際
ダウンロードした端末がそろっていないとコンテンツの
再生はできない、ということになります。なお、DRMを
施したコンテンツを再生するには、上記の確認動作及び
復号化処理が必須になるため、端末アプリとしてDRM確
認の機能が備わった独自の再生アプリをお客様企業に提
供し、それをエンドユーザーに配布していただくように
しています。
コンテンツディレクターでは、DRMの仕組みをコンテン
ツ配信機能自体とは独立させており、配信サーバと別に
ライセンス管理用のDBサーバを設置しています。これ
により、例えばDRMの部分だけを利用したい（コンテン
ツ配信はお客様自身の既存サーバを使用したい）という
ニーズにも応えることが可能になっています（ 図3 ）。

図3   DRMの概要

3.3 フィーチャーフォン向けサービスとの相違点

フィーチャーフォン向けコンテンツ配信サイトの多数の運
用実績や、その機能、構成をベースにし、スマートフォン用
に拡張したサービスがコンテンツディレクターです。スマー
トフォン用のシステムを構築するに当たっては、フィー
チャーフォン用とは異なる処理が必要となったところもあり、
その点について説明します。
(1) ユーザー認証
フィーチャーフォンではHTTPのリクエストごとにユー
ザー情報が送られてくるため、その情報でユーザーを特
定・認証することができました。しかし、スマートフォ
ンではこのような簡易なユーザー認証ができず、代わり
にキャリアからはOpenID 2.0による認証方式が提供され
ています。コンテンツディレクターは、これに対応して
ユーザー認証を行っています。
また、フィーチャーフォンでは携帯電話以外の端末に
よるユーザーIDの偽装を防ぐために、接続元IPアドレ
スを各キャリアのゲートウェイに限定する必要があり
ました。これに対してスマートフォンの場合は、Wi-Fi
経由でアクセスされることもあるため、接続元IPアド
レスを限定できなくなっています。そのためコンテン
ツディレクターでは、IPアドレスによるアクセス制限
を行わず、代わりにIPアドレス制限が不要な認証方式
を実施しています。
ユーザー認証についてはフィーチャーフォンが携帯電話
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特有の独自方式を取っていたのに対し、スマートフォン
では一般的なWebサイト（PC向けサイト）とほぼ同じ
方式に変わったと言えます。

(2) 機種情報による判別
フィーチャーフォン向けのWebサイトでは、基本として
端末全機種の情報を把握し、登録する必要がありました。
これは機種ごとに対応しているファイルフォーマットや
スペックが異なっており、配信の際に機種ごとに適した
コンテンツを選択する必要があったためです。スマート
フォンでは、それぞれのコンテンツ種別による一般的な
ファイル形式であれば機種によらず統一的に利用できる
ため、個々の機種情報を登録する必要がなくなりました。
なお、特別に機種別で処理を分けたい場合は、User
Agentによる判別機能を別途付加しています。

(3) DRM
フィーチャーフォンでは、内蔵されたソフトウェアのみが
ダウンロードコンテンツにアクセスできるため、独自のコ
ピーコントロールが行われており、コンテンツのコピーを
禁止することが容易でした。スマートフォンでは、ダウン
ロードしたファイルをユーザーが自由に操作できるため、
コピーを禁止するためにはコンテンツ提供者自身でDRM
を導入する必要があります。3.2の（2）で記述したとおり、
コンテンツを再生するためのアクセスを専用アプリに限定
することで、コンテンツの不正コピーを防止しています。

4. むすび：今後の配信基盤としての方向性
 

コンテンツディレクターは、従来のフィーチャーフォンCP
が、スマートフォンへコンテンツ配信ビジネスを拡大したい
というニーズに対応することを基として、必要な機能を提供
してきました。しかし、スマートフォンの多様な機能と、ア
プリをメインとした使い方は、フィーチャーフォンで展開さ
れてきたコンテンツビジネスの単なる延長ではない広がりを
みせています。新しいビジネスへの広がりのなかで、スマー
トフォンに「何を配信できるか」が今後のコンテンツディレ
クターの更なる展開の課題となっています。
配信バリエーション拡大の方向性として、以下を検討し実
現していく予定です。
・ アプリ自体の配信－特殊な端末向けの専用サイト
・ 1アプリ内で使用するデータ類の配信－部品配信

・ 複数の提供者と受信者（ユーザー）とのマッチングプ
レース

また、上記の対応に加え、課金方式の拡充やCMS高度化な
どを図っていき、お客様企業の今のニーズに合った基盤サー
ビスを今後も提供していく所存です。
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